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日本人調査から見える
多文化共生意識の変容

池上重弘
（静岡文化芸術大学）

アンケート結果から見える多文化共生の最前線
～静岡県多文化共生基礎調査2016の詳細分析報告会～

2017年10月24日（火）＠静岡県教育会館

１ はじめに ～報告の目的～

• 日本人調査の結果を紹介

• 多文化共生意識に関する項目の回答に焦点

–多文化共生に関する意見

–外国人住民増加の影響

– 2009年調査と2016年調査で差が大きい項目に注目

• 「体感治安」をめぐる意識と実態

–冷静な実態把握が重要
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多文化共生政策の課題群

• 労働政策
–雇用対策、労働保険

• 社会保障政策
–医療や年金、生活扶助、住宅保障

• 教育政策
–子どもに対する教育

–大人に対する教育（公用語習得）

• 受け入れ社会に対する政策
–人権尊重、異文化理解促進

–多文化共生意識の醸成
3

２ 日本人調査の概略
２－１ 対象

• 浜松市、静岡市、掛川市、富士市、沼津市

• 日本人調査は無作為抽出で2,000部郵送

• 16歳以上の日本人県民の方が対象

• 回答数879部（回収率44.1％）

• そのうち有効回答数は874部

• 以下のグラフは874部に対する比率（％）
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２－２ 日本人調査の調査項目

基本属性 性別、年齢、居住市、
子どものころの居住地、通算滞在年数、
現在の居住形態、自治会加入、
婚姻状況、配偶者の国籍、学歴、
就業形態、職業、週あたりの労働時間、
従業員数、平均収入、５年後の生活の見込み

多文化共生に
関わること

外国での居住経験
日常生活での英語使用
外国人との付き合い
外国人と顔を合わせる頻度
外国人への親しみ
多文化共生に関する意見
行政の取り組むべき課題
外国人増加の影響

３ 回答者の基本属性

性別は男性が若干多い

男性52％、女性47％

年齢は60代が21％で最多

50代以上が64％とほぼ３分の２

２／３
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回答者の居住する市は

浜松市38%、静岡市35％

子どもの頃（16歳まで）住んでい
たのは、63％が今住んでいる市

８割以上が県内出身者で、地理
的流動性が低い。

４ 外国人の知り合いの有無と
外国人に対する親しみ

「外国での生活経験なし」
は92％で圧倒多数

この傾向は2009年調査と
ほぼ変わっていない

英語については87％が

「ほとんど使う機会はない」
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外国人との付き合い

52％：「知り合いはいないし、付き合ったこともない」

18％：就労の場で付き合い
13％：近隣であいさつ程度の付き合い

10％：友人として付き合い

仕事 83％

友人 62％

近隣 63％

18.1%

7.3%

10.4%

6.2%

0.9%

2.7%

1.5%

1.9%

12.8%

51.8%

0.0%

82.3%

20.8%

61.6%

29.8%

8.7%

19.2%

14.2%

13.2%

63.0%

2.4%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一緒に働いている（働いていた）

学校で一緒に勉強している（していた）

友人として付き合っている（付き合っていた）

自分または親戚が外国人と結婚して日本に住んでいる（住んでいた）

外国人支援団体やNPO、国際交流のグループで一緒に活動している（していた）

子どもの通う学校でのPTA活動等を通じて一緒に活動している（していた）

宗教活動（教会など）を通じて一緒に活動している（していた）

そのほかのグループや地域活動に一緒に参加している（していた）

近くに住む外国人とあいさつ程度の付き合いはある

外国人の知り合いはいないし、付き合いを持ったこともない

無回答

付き合い程度

日本人％ 外国人％

(2016年日本人)問10 あなたは外国人と以下のような付き合いがありますか。（複数回答）

付き合いの程度を日本人調査／外国人調査で比較
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生活地域で外国人と顔を合わせる機会

「よくある」「ときどきある」人は47％

「あまりない」「全くない」人は53％

地域で暮らす外国人への親しみ

「どちらかと言えば感じない」が40％で最多
「全く感じない」25％と合計した否定的回答が６割を越える。
前回2009年調査では、「どちらかと言えば感じない」20％、
「全く感じない」13％で、否定的回答は33％。
2016年調査は否定的回答がほぼ２倍になっている。

ただし、2009年調査では47％が「どちらとも言えない」に回答。
また「とてもよく感じる」は2009年も2016年も4%で同程度だが、「どちらかと言えば感じる」は
2009年の14％から2016年の27％にほぼ２倍となっている。
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外国人は日本人に対して親しみを感じる人が多い。

日本人の認識と対照的な結果。

4.0%

27.1%

39.7%

24.8%

4.3%

22.4%

42.4%

26.1%

7.5%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

とても感じる

どちらかと言えば感じる

どちらかと言えば感じない

全く感じない

無回答

親しみ程度

日本人％ 外国人％

(2016年日本人)問12 地域で暮らす外国人（外国人回答者に対しては日本人）について、どの程度親しみを感じますか。

外国人との付き合いの有無でグループ化

・なんらかの付き合いがある 44％

・付き合いがない 52％

43.7%

51.8%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

付き合いがある

付き合いがない

無回答

外国人との付き合い程度

(2016年日本人)問10 あなたは外国人と以下のような付き合いがありますか。（複数回答）
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付き合いがあるグループ：親しみを感じる人が５割

付き合いがないグループ：親しみを感じない人が８割

全く感じない人も4割弱

8.0%

0.9%

41.6%

17.5%

38.5%

43.8%

11.9%

37.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

付き合いがある

付き合いがない

付き合い程度と親しみ程度の相互関係

とてもよく感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 全く感じない

小括

• 日本人回答者の多くは「地元民」
• 海外での生活経験は乏しく地理的流動性低い
• 約半数が外国人との付き合いなし

• 地域で暮らす外国人への親しみは、６割が否定的
回答（2009年調査時より倍増）

• 外国人と付き合いのある人は肯定的回答増加

▼
• 外国人側は日本人との交流に好意的
• 外国人との接点づくりが大切
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５ 多文化共生に関する意見
～次の意見についてどう思いますか～

• （１）【同化主義】
– 外国人は自分自身の努力で、日本の言語や文化を学ぶべきだ

• （２）【同化主義】
– 外国人は日本社会にとけこむよう、日本の習慣やルールを学ぶべきだ

• （３）【統合】
– 外国人は地域の活動に積極的に参加すべきだ

• （４）【統合】
– 行政は、外国人が日本の言語や文化を学べるよう支援すべきだ

• （５）【多文化主義】
– 行政は、外国人が彼ら自身の言語や文化を守れるように支援するべきだ

• （６）【多文化主義】
– 日本人は、地域に住む外国人の言語や文化を学ぶべきだ

多文化共生に関する意見

「日本語や日本文化を学ぶべき」が８割
「習慣・ルールを学ぶべき」が９割
一方、「地域活動への参加を求める」のは７割弱
「行政による日本語学習支援」は８割、母語・母文化支援は７割
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行政が取り組むべきこと
多言語情報提供が67％でトップ

66.8%

55.3%

54.5%

53.4%

48.7%

35.4%

35.1%

30.3%

24.6%

18.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

行政サービスに関する情報を多言語で提供する

災害時の緊急放送を多言語で行う

病院や診療所での医療通訳を充実させる

労働に関する相談や生活相談をしやすいように多言語の通訳を…

外国人に対する差別がなくなるように人権意識を啓発する

日本語教室を開く

日本人と外国人の交流を促進するイベント等の機会を設ける

企業に対して労働規約の順守などを指導する

職業訓練の機会を充実させる

公営住宅における住民サポートを充実させる

行政の取り組み

(2016年日本人)問14 日本人住民と外国人住民が共に暮らしやすい地域社会にしていくために、県や市町など行政はど
のような取り組みに力を入れるべきだと思いますか。（複数回答）

６ 外国人増加の影響
～次のような影響についてどう思いますか～

• （１）社会に多様性が生まれる

• （２）日本固有の文化が損なわれる

• （３）地域経済の活性化に貢献する

• （４）日本人の仕事が奪われる

• （５）外国文化に触れる機会が増える

• （６）治安が悪化する

• （７）公立学校の教育水準が下がる
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外国人増加の影響

多様性や外国文化と触れる機会増加が８割弱
日本文化や日本人の仕事への脅威を感じるのは２割台と少ない

外国人の存在は日本人の雇用を脅かすものではなく、日本人の
参入しない場で外国人が働き、経済を支えている認識が広まる
一方、治安悪化の懸念は半々
学校教育の水準低下を心配するのは２割弱

2016で増加：就労面の効果の認識、外国文化接触機会
2016で減少：固有文化への影響、治安悪化への懸念

26.3%

26.4%

6.8%

11.1%

9.3%

6.7%

5.9%

10.4%

22.7%

20.2%

15.1%

28.7%

52.5%

47.2%

20.9%

21.9%

46.5%

34.3%

18.4%

24.6%

54.3%

38.0%

35.7%

43.6%

13.4%

15.8%

43.5%

36.6%

33.6%

39.2%

46.1%

36.1%

15.4%

22.2%

35.0%

18.7%

4.0%

7.7%

26.0%

27.8%

6.9%

16.2%

26.4%

25.7%

4.5%

16.6%

11.3%

7.1%

3.8%

2.9%

2.9%

2.7%

3.8%

3.5%

3.1%

3.1%

3.1%

2.9%

2.9%

1.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.1%

0.0%

0.1%

0.0%

0.1%

0.0%

0.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(1)社会に多様性が生まれる

(2)日本固有の文化がそこなわれる

(3)地域経済の活性化に貢献する

(4)日本人の仕事が奪われる

(5)外国文化に触れる機会が増える

(6)治安が悪化する

外国人住民が増加することによる影響

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答 不詳

2016

2009

2016

2009

2016

2009

2016

2009

2016

2009

2016

2009

(2016年日本人)問15 外国人住民が増加することによる影響についてあなたはどう思いますか。
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７ 「顔の見えない」関係の危うさ

顔の見えない
定住化

目の前に住む外国人を知ろうとしない

（知るすべもない）

マスメディアで報道される否定的イメージ
を投影 ・・・ 「外国人は恐い！」

来日外国人の検挙件数の推移（2016年）

出典：警察庁『平成28年における組織犯罪の情勢【確定値版】』2017年3月 P.82
https://www.npa.go.jp/sosikihanzai/kikakubunseki/sotaikikaku01/h28.sotaijyousei.pdf
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来日外国人の検挙人員の推移（2016年）

【趨勢】
2004（H16）年、
2005（H17）年を
ピークとして、
検挙件数も
検挙人員も

減少！

出典：警察庁『平成28年における組織犯罪の情勢【確定値版】』2017年3月 P.82
https://www.npa.go.jp/sosikihanzai/kikakubunseki/sotaikikaku01/h28.sotaijyousei.pdf

在留外国人数の推移（各年末現在）
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全国の外国人住民数の推移

ブラジル 中国 韓国・朝鮮 フィリピン ベトナム ペルー その他 総人口に占める割合

約238万
（2016年末）

2008年秋の金融危機を契機に減少、2011年３月の東日本大震災も拍車
しかし、2013年以降、再び増加傾向
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来日外国人の検挙人員の推移（2016年）

【趨勢】
2004（H16）年、
2005（H17）年を
ピークとして、
検挙件数も
検挙人員も

減少！

出典：警察庁『平成28年における組織犯罪の情勢【確定値版】』2017年3月 P.82
https://www.npa.go.jp/sosikihanzai/kikakubunseki/sotaikikaku01/h28.sotaijyousei.pdf

刑法犯検挙に占める来日外国人犯罪
検挙人員はここ20年、２％前後で推移

出典：警察庁『平成28年における組織犯罪の情勢【確定値版】』2017年3月 P.83
https://www.npa.go.jp/sosikihanzai/kikakubunseki/sotaikikaku01/h28.sotaijyousei.pdf
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全国（2013年）と静岡県（2012年）の来日外国人犯罪の検挙件数比較
出典：警察庁『来日外国人犯罪の検挙状況（平成25年）』p.76及び静岡県警本部提供資料

・刑法犯と特別法犯はほぼ７：３。
・窃盗犯と入管法違反で約7割。
・検挙人員では、総数9,884人の約3割（2,825人）が入管法違反

来日外国人と日本人（永住者含む）の
刑法犯検挙数比較

出典：警察庁『来日外国人犯罪の検挙状況（平成25年）』

2013（H25）年
検挙件数

検挙総数
（件）

来日外国人
検挙件数

10万人
あたりの
検挙数

日本人
（永住者含む）
検挙件数

10万人
あたりの
検挙数

刑法犯総数 394,123 10,674 96 383,449 305

凶悪犯 5,128 128 1 5,000 4

粗暴犯 48,487 920 8 47,567 38

窃盗犯 254,824 7,744 70 247,080 197

知能犯 22,060 595 5 21,465 17

風俗犯 7,023 97 1 6,926 6

その他 56,601 1,190 11 55,411 44

30

来日外国人：訪日外国人＋永住資格のない日本在住外国人
2013年は10,363,904人（以下の主要5ヶ国）＋701,713人＝11,065,617人
中国（台湾・香港含む）、韓国・朝鮮、フィリピン、ベトナム、ブラジル

日本人（永住者含む）：日本国籍者＋永住資格を持つ外国人
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冷静に捉える目を

• 外国人による凶悪事件が発生しているのは事実

• しかし「外国人犯罪」の多くは

甚大な刑法犯とは異なる区分

で起きている

• 安易な「外国人犯罪増加」認識は

「外国人＝犯罪者」イメージに転化し、

目の前の外国人に投影されてしまう

８ まとめ

• 外国人が日本語、地域の生活習慣を学ぶこと
を求める声が多い。

• 外国人の増加を日本文化や日本人の仕事へ
の脅威と捉える人は多くない。

• しかし、治安悪化と結びつける人は過半数。
–犯罪統計の実態と異なる「体感治安」

–事実を周知し、多文化共生の推進が必要

–日本人に親しみを感じる外国人との接点づくりから
「顔の見える関係」構築へ


